
このガイドラインは主に自治体向けに作成された
ものですが、男女共同参画センターや住民団体の皆
さんの防災への取組の好事例や各種チェックシート
など、役に立つ情報が多く掲載されています。防災
は自治体だけでなく住民の皆さんもともに取り組む
ことが必要です。
ぜひ、このガイドラインを平常時からの防災に活

用してください。

問い合わせ：福岡県男女共同参画センター「あすばる」
〒816-0804 福岡県春日市原町3丁目1-7（クローバープラザ内）
情報支援課/TEL：092-584-3739 FAX：092-584-1262
事業推進課/TEL：092-584-1261 E-mail：info@asubaru.or.jp

あすばる

あすばる相談ホットライン/TEL：092-584-1266

2020
特別便
No. 226

「男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン」の活用を！

【7つの基本方針】

1 平常時からの男女共同参画の推進が防災・復興の基礎となる
2 女性は防災・復興の「主体的な担い手」である
3 災害から受ける影響やニーズの男女の違いに配慮する
4 男女の人権を尊重して安全・安心を確保する
5 女性の視点を入れて必要な民間との連携・協働体制を構築する
6 男女共同参画担当部局・男女共同参画センターの役割を位置付ける
7 要配慮者への対応においても女性のニーズに配慮する

内閣府は、今年5月に「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの
防災・復興ガイドライン～」を公表し、7つの基本方針を示しました。

災害発生から復興までの各段階で、多種多様なニーズが発生します。女性の視点を活かし、参画を
推進することは、様々な年齢、障害の有無、LGBTの方など、多様な方々への配慮にもつながり、地
域全体の防災力も強化されていきます。

【備蓄チェックシート（一部抜粋）】

ガイドラインはこちら
（内閣府男女共同参画局HP）

ガイドライン第3部に掲載されている「備蓄チェック
シート」では、自治体だけでなく住民も平常時からの
備えが必要だとしています。食料品に限らず、各々の
ニーズに合った備蓄を日ごろから行い、災害時に備え
ましょう。

【日ごろからの備えを万全に！】

【ローリングストックを始めませんか？】

出典元：災害時に備えた食品
ストックガイド(農林水産省)

普段の食品を少し多めに買い置きしておき、賞味
期限を考えて古いものから消費し、消費した分を

買い足すことで常に一定量の
食品が備蓄されている状態を
保つ方法を「ローリングス
トック」といいます。

農林水産省や自治体が発行
しているガイドブックを参考
に、個人や家庭で、できるこ
とから始めてみましょう！

裏面に「避難所チェックシート」を掲載しています！
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